
市
、
県
、
商
工
会
議
所
、
新

潟
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

な
ど
で
は
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
夢

〜
万
代
島
ま
ち
づ
く
り
」
を
開

催
し
ま
す
。

西
港
万
代
島
地
区
に
、
日
本

海
の
国
際
交
流
拠
点
と
し
て
、

豊
か
な
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト

を
生
か
し
た
に
ぎ
わ
い
あ
る
空

間
を
創
造
し
よ
う
と
、
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
万
代

島
再
開
発
事
業
の
経
過
を
報
告

す
る
ほ
か
、
国
際
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
の
誘
致
や
開
催
支
援
な
ど

に
取
り
組
む
北
出
明
さ
ん
（
国

市
で
は
、
郷
土
資
料
館
を
中
心
と
す
る
周
辺
地
区
＝
図
＝
を
、
信
濃
川
と
調
和
し
た
港
町

を
表
現
す
る
歴
史
・
文
化
ゾ
ー
ン
と
し
て
整
備
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
核
施
設
と
し
て
、
郷

土
の
歴
史
を
知
っ
て
も
ら
い
、
郷
土
愛
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
「
郷
土
歴
史
博
物
館
（
仮
称
）」

を
建
設
す
る
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

同
博
物
館
の
建
物
は
、
明
治

末
期
の
本
市
を
象
徴
す
る
代
表

的
な
建
物
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、

２
代
目
市
庁
舎
（
明
治
44
年
建

設
）
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
お
り
、

３
階
建
て
で
、
延
べ
床
面
積
５

３
０
０
平
方
�
程
度
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

同
博
物
館
敷
地
の
中
央
に
は

広
場
を
設
け
、
信
濃
川
か
ら
見

る
と
向
か
っ
て
左
側
に
博
物
館

の
本
館
を
、
右
側
に
歴
史
的
建

造
物
を
配
置
し
ま
す
。
広
場
の

南
側
に
は
、
博
物
館
が
２
代
目

市
庁
舎
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
西
堀
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
堀
を
設
け
ま
す
。

ま
た
、
広
場
西
側
に
は
信
濃

川
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
堀
を
設
け

ま
す
。
こ
の
堀
に
は
、
信
濃
川

か
ら
税
関
内
に
荷
揚
げ
を
す
る

た
め
用
い
ら
れ
た
石
積
み
を
再

現
し
、
か
つ
て
の
新
潟
税
関
の

雰
囲
気
を
表
現
す
る
予
定
で

す
。博

物
館
内
は
、
１
階
に
約
３

０
０
平
方
�
の
企
画
特
別
展
示

室
、
図
書
や
資
料
な
ど
が
閲
覧

で
き
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
室
、
体

験
の
広
場
、
資
料
整
理
室
な
ど

を
配
置
。
２
階
に
は
、
約
８
５

０
平
方
�
の
常
設
展
示
室
、
講

座
な
ど
を
実
施
す
る
セ
ミ
ナ
ー

室
、
大
型
映
像
室
な
ど
を
配
置

し
、
３
階
に
は
収
蔵
庫
を
設
け

ま
す
。

体
験
の
広
場
に
つ
い
て
は
、

創
作
・
体
験
の
場
、
昔
の
く
ら

し
に
触
れ
る
場
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
を
使
っ
た
学
習
の
場
で
構

成
。
作
る
、
使
う
、
調
べ
る
と

い
う
３
つ
の
機
能
を
、
ワ
ン
フ

ロ
ア
ー
に
集
め
た
の
が
特
徴
と

な
っ
て
い
ま
す
。

創
作
・
体
験
の
場
で
は
、
子

ど
も
た
ち
が
昔
の
道
具
な
ど
を

作
っ
た
り
、
体
験
し
た
り
で
き

る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を

実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

昔
の
く
ら
し
に
触
れ
る
場
で

は
、
昭
和
30
年
こ
ろ
の
一
般
的

な
町
家
の
内
部
で
、
子
ど
も
た

ち
か
ら
、
電
化
製
品
が
入
り
始

め
る
前
の
生
活
に
触
れ
て
も
ら

う
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ
た

学
習
の
場
で
は
、
新
潟
の
通
史
、

町
並
み
、
人
物
、
民
話
な
ど
を

紹
介
す
る
子
ど
も
用
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
ソ
フ
ト
に
よ
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
か
ら
自
由
に
学
習

し
て
も
ら
う
こ
と
も
計
画
し
て

い
ま
す
。

同
博
物
館
は
、
平
成
15
年
度

明
治
か
ら
昭
和
の
初
期
に
活

躍
し
た
商
家
、
斎
藤
家
の
邸
宅

の
一
部
を
白
山
公
園
内
に
移

築
・
再
建
し
た
「
燕
喜
館

え
ん
き
か
ん

」
に
、

同
家
ゆ
か
り
の
ひ
な
人
形
を
、

３
月
15
日
ま
で
飾
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

同
館
（
�
２
２

４
・
６
０
８
１
）
へ

中
の
開
館
を
目
指
し
、
12
年
度

に
は
、
建
物
と
展
示
の
実
施
設

計
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

歴
史
文
化
課
郷

土
歴
史
博
物
館
建
設
室
（
�
内

線
２
２
５
７
）
へ

際
観
光
振
興
会
）
が
い
ろ
い
ろ

な
苦
労
話
や
映
像
を
交
え
て

「
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
を

め
ざ
し
て
」
と
題
し
た
講
演
を

行
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
万

代
島
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

３
月
22
日
午
後
１
時
半

〜
３
時
半

会
場

新
潟
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

定
員

２
５
０
人

申
し
込
み

３
月
15
日（
必
着
）

ま
で
に
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
白
山
浦

１
・
６
１
３
・
６
９
、
�
新
潟

観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

（
�
２
６
５
・
８
０
０
０
）
へ
　

※
応
募
多
数
の
場
合
抽
選

市
で
は
、
３
月
22
日
に
「
都

市
交
通
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
を
開
催
し
ま
す
。

同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
交

通
渋
滞
の
な
い
、
快
適
で
暮
ら

し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

に
向
け
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
長

岡
技
術
科
学
大
学
教
授
の
松
本

昌
二
さ
ん
を
迎
え
、
本
市
の
都

市
交
通
の
状
況
や
交
通
問
題
の

解
決
策
な
ど
に
つ
い
て
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
、
広
く
市

３
月
31
日
か
ら
、
木
戸
地
区

で
下
水
処
理
を
開
始
し
、
ト
イ

レ
の
水
洗
化
な
ど
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

対
象
区
域

上
木
戸
４
、
牡
丹

丹
山
５
の
各
一
部

�
処
理
開
始
区
域
の
縦
覧
期
間

日
時

３
月
16
日
〜
30
日
午
前

８
時
半
〜
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
曜
日
と
祝
日
を
除
く
）

縦
覧
場
所

下
水
道
企
画
課

（
市
役
所
第
１
分
館
６
階
）

問
い
合
わ
せ

同
課
（
�
内
線

２
９
５
６
）
へ

民
の
皆
さ
ん
か
ら
話
し
合
っ
て

も
ら
い
ま
す
。

市
で
は
、
安
全
で
快
適
な
都

市
交
通
の
実
現
に
向
け
、
公
共

交
通
機
関
の
利
用
促
進
、
時
差

出
勤
や
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド

の
導
入
な
ど
、
総
合
的
な
交
通

施
策
の
推
進
を
検
討
し
て
い
ま

す
。同

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
寄
せ

ら
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
や

提
案
は
、
今
後
の
都
市
交
通
政

策
の
検
討
に
生
か
し
て
い
き
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

３
月
22
日
午
後
６
時
半

〜
９
時

会
場

ホ
テ
ル
イ
タ
リ
ア
軒

定
員

先
着
１
０
０
人

申
し
込
み

都
市
計
画
課
（
�

内
線
２
８
０
７
）
へ
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市役所・保健所�228-1000（代表）
園　芸　セ　ン　タ　ー…286－1034
水　　　　道　　　　局…266－9311
市 民 病 院…241－5151
南地域保健福祉センター…285－2373
坂井輪地域保健福祉センター…260－3255
東地域保健福祉センター…243－5312
中央地域保健福祉センター…266－5172
西地域保健福祉センター…262－3405
北地域保健福祉センター…259－7332
石山地域保健福祉センター…286－4450
中地域保健福祉センター…273－9932

急 患 診 療 セ ン タ ー…228－2822
休日歯科診療センター…283－3030

急患診療（市医師会・県歯科医師会）急患診療（市医師会・県歯科医師会）急患診療（市医師会・県歯科医師会）

所　得　税
市・県民税申告は15日まで

問い合わせ　所得税…新潟税務署（�
229-2151）、市・県民税…市民税課
（�内線2316～2326）へ

申告受付日程表（土・日曜日は除く）

※八千代特設会場の駐車場は１時間に限り無料。市役所駐車場
は混雑しますので白山公園駐車場、陸上競技場駐車場をご利
用ください。その他の会場は駐車場が狭いため、車での来場
はご遠慮ください

会 場 ・ 対 象 者

新潟税務署

八千代特設会場
万代シテイ
第3駐車場内

日　　時

3/15まで
午前9時～11時
午後1時～ 4時

3/15まで
午前9時～11時
午後1時～ 3時

3/15まで
午前8時半～午後5時

3/15まで
午前8時半～午後4時半

3/10
午前９時～午後4時

事業所得や
譲渡所得の
ある人

上記以外の
人

所
　
得
　
税

市
・
県
民
税

東・中地区事務所

市役所
（本館3階301会議室）

北部総合コミュニティセンター

（ ）

佐潟月例自然観察会 佐潟自然散歩
日時 ３月11・25日午前10時～11時半
※雨天中止
集合場所 佐潟水鳥・湿地センター
申し込み 当日直接集合場所へ
問い合わせ 同センター（�264-3050）へ

図書館講演会 會津八一と良寛
日時 ３月10日午後７時～８時半
会場 東地区公民館　定員 先着30人
講師 小島正芳（全国良寛会会員）
申し込み 沼垂図書館（�241-4116）へこ ど も 創 作 活 動 館

申し込み 同館（�279-2113）へ　※月
曜休館
�思い出飾ろう・フォトフレーム作り
日時 ３月19日午後１時半～２時半
対象 新１年生以上先着10人（新１年
生は保護者同伴） 参加費 100円
�にわとり親子の小物入れ
日時 ３月20日午後１時半～３時半
対象 小学生先着20人　参加費 50円

市営住宅入居申し込み
平成12年度の市営住宅入居申し込み

を、あす６日から住宅課で受け付けます。
問い合わせ 住宅課（�内線3035）へ
※申し込み案内は地区事務所にもあります

日 曜 納 税 相 談
日時 ３月12日午前10時～午後３時
場所 納税課（市役所本館２階）
問い合わせ 納税課（�内線2357）へ

郷
土
歴
史
博
物
館
の
配
置
図
（
予
定
）

２
月
23
日
か
ら
３
日
間
の
日

程
で
開
か
れ
た
臨
時
市
議
会

は
、
提
案
さ
れ
た
10
議
案
を
可

決
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
議
案
は
、
平
成

11
年
度
の
一
般
会
計
・
下
水
道

事
業
会
計
な
ど
の
特
別
会
計
・

水
道
事
業
会
計
の
補
正
予
算
の

ほ
か
、
介
護
保
険
制
度
の
円
滑

な
実
施
の
た
め
基
金
を
設
置
す

る
「
介
護
保
険
円
滑
導
入
基
金

条
例
」
の
制
定
、
新
田
清
掃
セ

ン
タ
ー
の
焼
却
余
熱
を
利
用
し

た
総
合
温
浴
施
設
「
ア
ク
ア
パ

ー
ク
」
（
仮
称
）
が
、
黒
埼
町

の
区
域
の
一
部
に
か
か
る
こ
と

の
協
議
、
市
衛
生
試
験
所
に
設

置
予
定
の
分
析
装
置
の
取
得
―

―
な
ど
で
す
。

通院費申請について
対象 特定疾患医療受給者証を持ってい
る人で、受給資格を得てから寝たきりの
状態が６カ月以上継続している人　
申請期限 ３月31日
申し込み 保健所健康増進課（�内線
3661）へ

市の人口 〈１月末現在〉

人　口　489,216人 （+61）

男　　237,176人 （+5）

女　　252,040人 （+56）

世帯数　186,839 （＋117）

住民基本台帳による。（ ）は前月比

郷土歴史博物館

信濃川

搬入庫入口

通用口

石庫

エントランス

郷土資料館

エントランス

四間堀

既
　
存
　
堀

歴史的建造物
広場

信濃川

荷揚げ用石段護岸 護岸

大正時代初期に作られた斎藤家ゆか
りのひな人形


